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Ⅰ. 事業の背景  

  就労支援の対象者はコロナ禍を経てこれまで支援機関を利用したことがなかった人々にも

広がり、また、産業構造の変化と人手不足を背景に、学びなおしのニーズも広がっています。

こうした対象者の広がりとともに、就労支援を担う機関、事業者も多様になってきているなか、

就労準備から就労、就労継続、転職等のステップにおいて、多様な支援主体の連携や社会

資源の活用が課題になっています。 

  また、就労相談の現場においては、相談者をハローワークの求人につなぐもののミスマッチ

による早期離職が課題になっているほか、相談者の状況に合わせて就労先につなげるための

具体的な手立てがなく、支援が難しいといった課題があります。 

  就労支援の施策においては、生活困窮者自立支援制度のなかで、「就労準備支援」「中間

的就労」「無料職業紹介の活用」等が事業化され、就労支援が強化されてきました。この流れ

を受けて、ユニバーサル志縁センターでは平成 27 年度より厚労省社会福祉推進事業を受け、

就労支援事業に求められる構成要素を明確にし、ロジックモデルを作成するなどの取り組みを

通して、自治体や自立相談支援機関による就労支援の機能強化をサポートしてきました。令

和 3 年度には厚労省「生活困窮者及びひきこもり支援に関する民間団体活動助成」を受け、6

つの自治体において「多様な地域連携による就労支援：現状把握と活動評価の PDCA」を実

施しました。この数年間の取り組みの中で、就労支援の課題として、次の 5 つの点が見えてき

ました。 

⑴多様な働き方、体験の機会が求められている  

⑵就労支援ニーズをもつ潜在的な生活困窮層が掘り起こせていない  

⑶就労支援を支える多様な連携が可視化されず、社会資源の活用が進んでいない  

⑷人材不足に悩む企業等の事情はコロナ禍でより厳しくなり、就労支援との連携に関心

を高めている 

⑸地域の社会資源の開拓や活用を推進、調整する機能や人材等の中間支援の必要性  

そこで令和 4年度は、これらの課題に挑戦すべく、WAM助成を得て「生活困窮者等への中間

的就労推進を核にした地域作りワーカー育成事業」を実施しました。 
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Ⅱ. 事業の概要  

 

（１）事業名 

「生活困窮者等への中間的就労推進を核にした地域作りワーカー育成事業」 

事業実施においては、「しごと・就労支援を切り口にした地域づくり応援プログラム」と銘打って

実施しました。 

 

（２）目的 

  生活困窮者等に対する就労支援の機能強化にむけて、中間的就労（働く場を利用した就

労準備支援、就労訓練等）の推進を核に、一次相談（生活相談）－就労・キャリア支援－定着

支援という一連の相談支援の機能を備えた地域プラットフォームづくりの推進およびその担い

手となる地域づくりワーカーならびに中間支援ワーカーの養成を目的としました。 

 

（３）事業の構成 

  当事業は図１の中で示す７つの柱で構成しました。事業の柱 No.１～No.５は参加希望地域

を募り、それらの地域での「しごと・就労支援を切り口にした地域づくり」に伴走する形で行いま

した。No.１は、一人ひとりの相談者に合わせた就労支援に必要な仕組みづくりに関わる地域

の多様な関係者による参加型ワークショップです。そこから見えてきた課題を踏まえ、企業等

協力事業所での中間的就労（就労体験）プログラムづくりとその地域共有資源化（事業の柱

No.２）、あるいは、一次相談機関の相談の中で就労支援のニーズを早期発見するためのスキ

ル研修（事業の柱 No.３）、または、就労支援ケースワークの相談の中で就労体験プログラムを

  就労支援においては施策対象ごとの縦割り傾向があったり、求人情報の提供や手続き

中心のアプローチでマッチングがうまくいかないといった悩みが聞かれます。そこで、当事

業で、地域の多様な関係者が連携して就労支援の機能強化を図る仕組み（プラットフォー

ム）づくりを応援するプログラムを実施しました。 

  参加地域のコーディネーターチームと多機関参加型ワークショップを企画し、地域の関

係者が課題やビジョンを共有することからスタート。見えてきた課題のなかでもとりわけ企

業・農家等の「しごと情報」に焦点を当てた体験プログラムシートづくりを軸に、一時相談で

のニーズ把握、就労支援のケースワークの改善のためのプログラムを実施しました。全 8回

のオンラインセミナーの他、シンポジウムも実施しました。 
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活用するための研修（事業の柱 No.４）を多機関参加型ワークショップ形式で行いました。 

  また、当事業の注目ポイントの一つは、自治体単位の地域づくりをサポートする県域の中

間支援を担うワーカーの養成（事業の柱 No.５）でした。県内のモデル地域で No.１～４を進め、

各地域での仕組みづくりへの伴走を通して、各地域の地域づくりワーカーを養成しながら中間

支援ワーカー自身が仕組みづくりのノウハウを学ぶとともに、その役割を明確にする試みでし

た。県域で中間支援ワーカーを養成することで、当事業終了後にも各地域での取り組みを進

めやすくなることが期待されます。 

  こうした各地域での仕事・就労を切り口にした地域づくりに必要な情報や課題整理のため

のオンラインセミナー（地域づくり担当者セミナー・全８回・事業の柱 No.６）を全国を対象に実

施したほか、ホームページ「就労支援×地域づくりに役立つ情報サイト」（https://www.u-

shien.jp/jobsupport/）の制作、そして、取り組みから得られた学びを発信するシンポジウム（事

業の柱 No.７）も実施しました。 

 

 

図１ しごと・就労支援を切り口にした地域づくりの見取り図（事業計画時） 

 

 

 

（４）事業の実施体制 

  事業の全体をとおして、公益社団法人ユニバーサル志縁センターと A’ワーク創造館（有限

責任事業組合大阪職業教育協働機構）が協働してプログラムを企画、実施しました。県域の

中間支援ワーカー養成については、社会福祉法人大分県社会福祉協議会ならびに NPO 法
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人おおいた子ども支援ネットと業務委託契約を結び、県社協内に当事業を担当する中間支援

ワーカーを配置する形で実施しました。 

 

（５）事業に参加した地域 

 ●しごと・就労支援を切り口にした地域づくり応援プログラム：多機関参加型ワークショップ 

大分県 兵庫県 長野県 神奈川県 

・大分県社会福祉協議会 

・杵築市 

・玖珠町 

・竹田市 

・尼崎市 

・伊丹市 

・川西市 

・上伊那 

・東御市 

 

・座間市 

 

 ●地域づくり担当者オンラインセミナー 

山形県、新潟県、長野県、千葉県、埼玉県、東京都、神奈川県、静岡県、愛知県、奈良

県、大阪府、兵庫県、香川県、愛媛県、広島県、鳥取県、佐賀県、大分県、鹿児島県か

ら参加がありました。 

 

 

 

Ⅲ. 地域づくりの進め方  

  「しごと・就労支援を切り口にした地域づ

くり応援プログラム」はおおむね図２に示す

地域づくりの進め方の流れで実施しました。 

 

（１）地域づくり運営チームの立ち上げ 

  多様な関係者とともに地域に必要な仕組

みを検討し、就労支援のための地域づくりを

企画するチームを立ち上げます。これは重

層的支援体制整備を担当するチームあるい

は全世代型の就労支援を担う生活困窮者

自立支援機関などが中心となることが考えら

れます。 

  当事業に参加した地域の窓口となった

１．地域づくり運営チームの
立ち上げ

２．多機関参加型ワークショップの
企画・実施

３．必要な仕組みの検討

４．就労支援のための地域プラット
フォームのデザイン

図２ 地域づくりの進め方 
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機関・部署の多くは、重層的支援体制整備を担うチームでした。また、社会福祉協議会（生活

困窮者自立支援機関）が独自に参加の窓口となり、当事業での多機関参加型ワークショップ

の機会を活用して、多様な連携を生み出そうとする地域もありました。 

 

（２）多機関参加型ワークショップの企画・実施 

  就労支援の仕組みづくりに関わりそうな地域の関係機関に集まってもらい、対話を通して

問題意識と目標イメージを共有することで、連携の基礎となるつながりを形成します。また、就

労支援のニーズや必要な取り組み、そして目標などについて意見を出し合い、その情報が仕

組みづくりの検討の基礎となります。 

 

（３）必要な仕組みの検討 

  多機関参加型ワークショップで出た意見や統計データなどをもとに、就労支援の機能強化

に必要な取り組みとその仕組み化を企画チームが中心になって検討し、導入していきます。

例えば、多様なニーズに応えるため、地域の事業所・企業と協働して多様な就労プログラムを

開発し、就労支援のなかで活用する仕組みが欲しい場合、「業務の切り出し」や「体験プログラ

ムシート等ツールの活用」などを具体化することが考えられます。他にも、福祉と就労支援の連

携の仕組みや、通勤ための移動支援の仕組み、人材を必要とする企業や農家との協働事業

など、各地域の事情に応じて様々な仕組みが考えられます。 

 

（４）就労支援のための地域プラットフォームのデザイン 

  このように様々な仕組みで構成する就労支援が全体としてうまく機能するよう、各仕組みを

運営する機関や人を明確にするなどして地域プラットフォームをデザインします。 

 

  当事業の実施においては、各地域のニーズに踏まえながら多機関参加型ワークショップ（3

回実施を目標）とコンサルティングを実施しましたが（図３）、令和４年度の「しごと・就労支援を

切り口にした地域づくり応援プログラム」実施期間中には、ほとんどの地域で「３．必要な仕組

みの検討」までの実施となり、「４．就労支援のための地域プラットフォームのデザイン」は今後

の課題となりました。 
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図３ 当事業に参加した各地域の取り組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ. 多機関参加型ワークショップの実施  

  「しごと・就労支援を切り口にした地域づくり応援プログラム」では、多機関参加型ワークショ

ップで地域の就労支援ニーズ、必要な取り組み、目標イメージを共有するところから始めまし

た。地域づくり運営チーム（当事業に応募した部署）が、各地域で就労支援にたずさわってい

る機関、これから関わってもらいたい機関、関係者に参加を呼びかけ、それぞれの地域に必

要な仕組みについて一緒に考えました。初めの 2 回は図４に示すテーマでグループワークを

行い、そこで出された意見は、地域づくりの次のステップを検討する際の重要な情報となるた

め、「しごと・就労支援を切り口にした地域づくりロジックモデル目標ガイド」に整理しました。 

  この多機関参加型ワークショップを契機に支援機関同士の情報共有ができたこと、支援員

同士の「顔がわかる」以上の関係づくりができ、連携の素地形成につながったことが参加者ア

ンケートから伺えます。また、就労支援が充実することにより、相談者のみならず、支援機関、

そして地域社会にどのような変化を期待できるかについての意見交換から、就労支援を担う自

分たちのしごとの意義を再確認することができたといった声も聞かれました。 
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図４ 多機関参加型ワークショップでのグループワークのテーマ 

ワークショップ１回目： ２時間～２時間半 

グループワーク１ ニーズについて 就労支援のニーズがある人はどんな人ですか？ 

グループワーク２ 取り組みについて どのような取り組みがあるとよいですか？  

ワークショップ２回目： ２時間～２時間半 

グループワーク１ 
ニーズ・取り組みの重

点ポイントについて 

前回出しあったニーズ、必要な取り組みのうち、と

りわけ重要な項目はどれですか？ 

グループワーク２ 
目標（アウトカム） 

イメージについて 

これらの取り組みを実施し、就労支援がうまくいく

と、どのような変化が期待されますか？ 

 

 

参加者の声 

●ワークショップを通した他の機関とのつながり 

 

 



9 

 

●ワークショップでの気づき 

 

 

●これからやってみたいこと 
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図５ しごと・就労支援を切り口にした地域づくりロジックモデル 目標ガイドの例

（川西市） 
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図５ しごと・就労支援を切り口にした地域づくりロジックモデル 目標ガイドの例

（川西市） 
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Ⅴ. 「しごと情報」を軸にした就労支援 

（１）ミスマッチによる早期離職の課題 

  多機関参加型ワークショップでの「就労支援のニーズ」についての意見交換で、どの地域

からも出された課題は、相談者と就労先のミスマッチによる早期離職でした。こうしたミスマッチ

がおこる背景には、就労先企業等で従事する仕事の内容や特性、職場環境が相談者に合う

のかどうかわからないまま、業種や求人票の情報のみでつなげてしまったり、受入れ協力企業

が少ないため、相談者に適合するのか十分に吟味をしないままつなげてしまったりといったこ

とがありました。 

  ミスマッチを防ぐにはまず、企業や農家等、働く現場での業務・作業を洗い出したうえで切

り出し、その内容や特性、職場環境といった「しごと情報」を明確にし、就労相談のなかで相談

者に紹介できる資料の形にしておくことが望まれます。中間的就労も視野に入れ、その「しごと

情報」を体験等のプログラムとしてシートに記

載し、できるだけ多くの協力企業の「しごと情

報」を地域の就労支援機関（無料職業紹介

など）に集積し、様々な機関の相談員がアク

セスできるよう、地域共有資源化することが

有効です。このようにすることで、就労相談

のなかで相談者が次のステップを選べる状

況を生み出すことができます。 

  また、マッチングの段階では、相談者の

興味・関心・ストレングスといったアセスメント

のみならず、企業や農家等の側の人材ニー

ズをしっかり踏まえて行うことが肝心です。こ

の「しごと情報」を記した体験プログラムシー

トは、「しごと・就労支援を切り口にした地域

づくり」の主軸になるものと考えられます。 

  相談者の興味・関心・ストレングス、体験

を通して確認したいこと、成長したいことなど

を就労相談で聞き取り、体験等を受入れる企業側の担当者にうまく伝えるにはどのようにすれ

ばよいのか、についても課題になっていることがワークショップの中で見えてきました。そこで、

次ページのような「しごと体験等参加者の自己紹介書」の活用を推奨しました。体験プログラム

シートがない場合でも、この「自己紹介書を活用することで、協力事業所との共通理解を図り

やすく、体験が有意義になった」（東御市）との振り返りコメントが寄せられました。 

企業等での業務・作業の
切り出し

「しごと情報」を体験等の
プログラムに

「しごと情報」シートの
地域共有資源化

「しごと情報」を活用した
マッチング＊

＊企業の人材ニーズと相談者の興味・関

心・ストレングスをふまえて 

＊アセスメントとキャリア相談のスキル 

図６ 「しごと情報」を軸にした就労支援の進め方 
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しごと体験等参加者の自己紹介書のフォーマット（おおいた子ども支援ネット） 
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（２）多様な働き方のメニューを増やす支援 

  多機関参加型ワークショップで「必要な取り組み」について出された意見のなかで、どの地

域でも多かったのが「多様な働き方のメニューを増やす支援」に関する意見でした。一人ひとり

の「相談者の状況に合った適切な支援」が必要だという意見も、当然、すべての地域で出され

ていましたが、相談者の「働きたい」「なんらかの働く場に出てみたい」という気持ちを後押しす

る就労支援を実践するには、まず、様々な相談者に紹介できる多様なメニューが地域にあると

いう状態を創り出す必要があります。見学、体験、短期／短時間アルバイト、そして、相談者の

状況に合わせて柔軟にアレンジした雇用など、多様な機会を用意することで、相談者、企業側

がそれぞれに吟味をすることができ、ミスマッチを減らすことができると期待されます（図７）。 

 

 

 

（３）しごと体験プログラムシートづくり 

   このような段階を踏んだ就労支援の軸になるのが、「しごと情報」です。そこで、当事業で

は、就労支援の地域プラットフォーム（仕組みづくり）の軸になると考えられる、企業・農家等の

「しごと情報」に焦点を当てた体験プログラムシートづくりを推奨し、これを手掛けることができる

人材養成を行いました。 

  (1)協力企業・農家に訪問同行し、この取り組みの趣旨を説明するサポート 

  (2)対話をしながら業務・作業の洗い出しを行い、「業務・作業洗い出しシート」に落とし込む

作業のサポート 

  (3)聞き取りと業務洗い出しシートをもとに、「①事業所紹介シート」「②相談者向け プログラ

ム情報シート」ならびに「③相談員向け プログラム情報シート」を作成する作業のサポ

ート（一部、ワークショップで実施） 

図７ 自分に合った「働く場」に参加することでミスマッチを防ぐ就労支援 
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  (4)作成した①②③を就労相談の場面で活用することを想定して、ワークショップで意見交

換をし、ブラッシュアップをするとともに、具体的な活用イメージとその有用性を共有 

 

 

●３種類のシートについて 

    【相談者向けの資料】          【支援員向けの資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  次ページに、内職ならびに農作業の体験プログラムシートのサンプルを紹介します。 

① 

事業所紹介シート 

② 

相談者向け  

プログラム情報 

シート 

③ 

支援員向け  

プログラム情報 

シート 

「③支援員向け プログラム情報シート」は各協力事業所の業務内容や体験できる作業の特徴

について、あらかじめ相談員が知っておき、相談者にうまくマッチングするための資料です。企

業等でのヒアリング時に作業の特性や体験で確認できること（理解力・正確性・体力・手先器用

度など）をよく聞き取り、それをもとに作成します。企業等で聞き取りをする際のガイドとしても使

えます。 

 

①～③が一通りできたら、企業の担当者ならびに何人かの就労支援員に見てもらい、ブラッシ

ュアップします。 

 

複数の企業等にて①～③を作成したら、地域内の就労支援機関や無料職業紹介窓口に備え

付け、就労相談（キャリア相談）で相談者に合わせて活用します。こうした「働く場でのプログラ

ムメニュー」があることで、支援しやすくなります。 

 

体験や短時間雇用を受入れることでメリットを感じられると、企業側が切り出す業務のバリエー

ションを増やしてくれることがあります。ですから、適宜、シートをアップデートする仕組みにして

おきましょう。 
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業務・作業洗い出しシート【内職】（伊丹市） 
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相談者向け プログラム情報シート【内職】（伊丹市） 
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相談者向け プログラム情報シート【内職】（伊丹市） 
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相談者向け プログラム情報シート【内職】（伊丹市） 
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支援者向け プログラム情報シート【内職】（伊丹市） 
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支援者向け プログラム情報シート【内職】（伊丹市） 
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業務・作業洗い出しシート【農作業】（玖珠町） 
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業務・作業洗い出しシート【農作業】（玖珠町） 
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相談者向け プログラム情報シート【農作業】（玖珠町） 
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相談者向け プログラム情報シート【農作業】（玖珠町） 
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相談者向け プログラム情報シート【農作業】（玖珠町） 
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相談者向け プログラム情報シート【農作業】（玖珠町） 
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支援者向け プログラム情報シート【農作業】（玖珠町） 

 

 

 



29 

 

支援者向け プログラム情報シート【農作業】（玖珠町） 
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Ⅵ. 就労支援のための地域プラットフォームのデザイン  

  就労支援に協力する事業所のみならず、人材採用ニーズのある事業所でこのような体験

プログラムシートを開発し、地域のしかるべき機関に集積し、様々な就労支援機関で活用でき

るようにする地域プラットフォームの構想を当事業参加地域に紹介してきました。「しごと情報」

を集積する場所は、自治体等の無料職業紹介のデータベースであったり、グループ就農コー

ディネート機関などが考えられます。 

  すでに無料職業紹介の許可／届け出手続きが完了しているところでは、求人登録がある

企業や農家等を訪問し、体験プログラムシートの作成とその地域共有資源化の試みが始まり

ました。一方で、そのような地域プラットフォームのイメージを描きながらも、具体化にはまだ距

離がある地域もありました。 

➢ 企業等で「しごと情報」を切り出してもらうための訪問、対話を誰がするのか？特定の

部署、機関なのか？複数の部署の相談員が担うのか？ 

➢ プログラムシートづくりのスキル研修がさらに必要ではないか？ 

➢ どの部署、機関に「しごと情報」を集積するのか？ 

➢ それをどのようにして複数の部署からアクセス可能な形にするのか？ 

➢ これらを協議し、合意形成を図る場をどのようにして作るのか？ 

  ワークショップコーディネートチームとユニバーサル志縁センターとの意見交換の中で、具

体化に向けた検討課題がいくつか挙がったものの、いくつもの乗り越えなければならない課題

があるようでした。 

 

 

図８ 「しごと情報」の集積と相談現場での活用イメージ 
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Ⅶ. 重層的支援体制整備と就労支援のつながり  

  ここまで述べてきたように、しごと・就労支援を

切り口にした地域づくりは、一人ひとりの相談者

にあった就労支援のステップを用意し、地域の

「働く場」への参加を支援する取り組みといえま

す。 

  個別ケースのマッチングや事業所単体の取り

組みを越えて、地域の仕組みにしていく場合、重

層的支援体制づくりや、参加支援の事業と重ね

合わせて検討していくことができそうです。 

  しごと・就労支援を切り口にした地域づくりに

おけるワーカーの役割を重層的支援体制整備の

参加支援事業にあてはめてみると、下の図の右

側（赤線の囲み）に示される地域づくり支援と親和性が高いです。 

 

図１０ 重層的支援体制整備における参加支援事業の実施イメージ 

 

出所）厚労省資料「「地域共生社会」を目指す包括的支援体制の整備について～重層的支援体制整

備事業の活用～」 

就労支援

地域
づくり

参加支援

重層的
支援

図９ 重層・参加支援・地域づくり・    

   就労支援の重なり 
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Ⅷ. 成果と課題  

（１）多様な地域連携の素地形成 

  同じ地域で就労支援に携わっていながら、それぞれがどのようなプログラムをもって支援を

しているのか、ワークショップに参加するまで相互に知らなかったことが判明した地域がありま

した。この点で、今回、実施した多機関参加型ワークショップは多様な地域連携の素地を作る

契機となったといえるでしょう。 

  また、多機関参加型 WS で克服すべき課題、強化すべき課題を見つけ、一歩先へ進める

ための取り組みを進めることができました。 

 

（２）マッチングを改善する「しごと情報」を軸にした就労支援の仕組みづくりの推進 

  協力企業の開拓に苦戦しているなか、企業等の協力を得て、「しごと情報」の体験プログラ

ムシート化をまず誰がやってみるのか、が一つのハードルでした。いずれの地域でも、まずは

当事業のコーディネートをしている部署の方が既存の協力企業を訪問し、モデル的にやって

みるところから始めました。モデル的に作成したシートを用いて就労支援のケースワークの研

修や、一次相談機関でのニーズ把握の研修につなげることができ、「しごと情報」を軸にした体

験プログラム形成と活用をすることで企業とのつながり、支援機関の連携もしやすくなることを

共有できました。また、「しごと情報」を軸にした体験プログラムを相談の場面で紹介できれば、

ミスマッチを減らすことができ、その開発と活用が就労支援の機能強化のカギとなる可能性を

確認することができました。 

  一方、このプロセスにおける中間支援団体の課題も見えてきました。企業等の「しごと情報」

を洗い出し、切り出すには企業との関係が重要であり、中間支援団体はそのサポート手段を

持っている必要があります。とくに企業訪問に同行し、対話を通したプログラムづくりのサポート

をする経験知をあげる必要があります。 

 

（３）高齢化、人口減少が著しい農村地域での就労支援 

  高齢化、人口減少が著しい農村地域での就労支援は、農業等の地域産業の維持、振興と

も深く関係するもので、農家や農事法人と自治体や就労支援事業所が協力したグループ就農

の仕組みづくりについて意見交換する機会をつくることができました。今後、各地域で具体的

な動きになっていくことが期待されます。 

 

（４）各地域のコーディネートチームの立ち位置を見極めながらのコンサルティング 

  中間支援団体として、各地域のコーディネートチーム、キーパーソンの立場を見極め、支
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援、コンサルティングの方法を見極めていきました。また、当事業の推進には、コーディネート

チームと企業・農家等との協力関係が重要であると考え、企業・農家等の訪問に同行支援を

行いました。 

 

（５）求められる中間支援 

  就労支援の領域のなかでも対象者ごとに設置された制度、事業ごとに部署や機関が縦割

りで動いているなか、課題があっても、その克服のための新たな取り組みのきっかけを内発的

に作るのはなかなか難しいようです。そこで、地域外の機関が中間支援の立場から、多機関参

加型ワークショップのコンテンツとコンサルティングといったプログラム提供があると、縦割りを

超えるための仕切り直しの機会を作りやすいことがわかりました。 

  また、各地域内でもちえる経験知は限られているため、中間支援団体による伴走的コンサ

ルティングは有意義であるように思われました。 

  就労支援の機能強化を図るための地域づくりには、それを推進するチーム、そして、求めら

れる仕組み（就労支援のための地域プラットフォーム）をデザインし、運営する組織体制の整

備も不可欠の要素です。それについて地域内で合意形成を図るための協議の場はやはり、各

地域のしかるべき立場の方々による会議体ですので、そのプロセスにもっていくための中間支

援の在り方を、各地域の実情に合わせて検討する必要があると考えられます。 

  また、当事業にて大分県社会福祉協議会で県域の中間支援ワーカーの育成を行い、次年

度以降は県社協の独自事業として、この取り組みを進めていくことになりました。これにより、大

分県内での就労支援の機能強化のための地域づくりの取り組みがさらに進展することが期待

されます。 

 

（６）３つの地域づくりワーカー像 

  就労支援の機能強化を図る仕組み、地域プラットフォームのデザインと構築に必要な地域

づくりワーカーとして、最終的に３つワーカー像にたどりつきました。 

①多様な関係者とともに地域に必要な仕組みを検討し、就労支援のための地域プラット

フォームを企画、構築するチーム作りを担うワーカー 

②企業・農家等にアプローチし、「しごと情報」を地域で共有できる形にするワーカー 

③各地域のこうした取り組みをサポートする県域の中間支援ワーカー 
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（７）当事業の成果の社会への還元 

  地域の企業・農家等での「しごと情報」を無料職業紹介などに集積し、地域の多様な支援

機関からアクセスできるような仕組みを作り始めた地域があります。また、ノウハウを特設 HP

「就労支援×地域づくりに役立つ情報サイト」に掲載し、多くの方に発信できるようになりました。

厚労省が推進するマッチング支援担当者設置のモデル事業においても、担当者はこの事業

で制作した特設サイトを手引きとして活用することができると考えます。 

 

 

  

就労支援のための地域プラットフォームのイメージ

  事
業 ネッ
トワーク

モ づ
くり

  
福祉

農   

サー 
ス

 地域の事業 ・企業と就労支援機関の 
働に る多 な就労プログラムの  ・
実施

   事業 間の情報  ・ 働事業のた
めのネットワークづくり

  相談
（ 育）

  相談
（ 子）

就労支援
機関

  相談
（  ）

  相談
（  ）

  相談
（  ）

  相談
（  ）

就労支援事業 

就労支援事業 

就労支援事業 就労支援事業 

就労支援事業 

 各   相談での就労支援ニーズの  
  と就労支援機関への な の 組み
づくり

 生活支援機関と就労支援機関の  に 
る  支援のためのネットワークづくり

   事業 との 働に る多 な就労プログ
ラムを活用した就労支援 ースワーク

   相談との     事業 との  を生
 した就労支援のためのネットワークづくり

 地域の事業 ・企業に働き ける人材の  
と 成

生活困窮者自 
支援機関  

多 な関係者とともに地域に  な 組みを  し 就労支援のための地域プラットフォームを企    するチーム
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仕事・就労を切り口にした地域づくりに
必要な情報や課題  のためのセミナー

（地域づくり担当者セミナー）
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プ  ラム    

 地域づくり担当者セミナーへの参加（     名様）（ 人での  み ）

 し み期間 ：  時 セミナー 回の め切りは６月２４ （ ）  

  し みフォーム：                   ・・・・・・

    みいた いたメールア  スに参加方 （     情報・  ）を   までにご  します

    みいた いたメールア  スに  、動画   いたします

 地域づくり応援デスクの 用（情報  ）に  時に   みいた けます

 地域づくり応援プログラムの 用（ 体による  み）   中
  し み・ い わ フォーム：                   ・・・・・・・

 し み期間 ： ６月１ （ ）～６月３  （ ）

   （ 地域）に しましたら  を  いたします 

 参加したいが  に う少し時間がかかるといった  は、期 までにメールにて  ご連 く さい 

    みいた いたのちに、地元の関係 体や企業に参加を  かけていた いて 構いま ん 

   い わ ・   口   社  人  ニ ーサル  セン ー（東                 ）

     ：               担当： 田川 ・   

  
   

  
   


